




































































































































































































































































































































































































































表 1 軍記物語における凡人と王者に関する「運」関連語の使用 
 王者でない者 王者 
『将門記』 2 「運」 1「運」 
『保元物語』 4 「運」（2 例）、「不運」、「宿運」 3「天子の御運」、「御運」、「運命」
『平治物語』24 6 「運」（3 例）、「運命」、「不運」、「宿運」 － 
『平家物語』25 29「運」（13 例）、「運命」（12 例）、「宿運」（4 例） 2 「聖運」、「帝運」 
次に運命観と応報観の関係を明らかにしたい。軍記物語における王者の運命は応報的な
要素を含んでいないが、『保元物語』から王者でない者の運命が初めて応報的な機能を持つ。
表 2 に応報的な要素の有無によって「運」関連語の使用の配分を示す。 
表 2 軍記物語における運命観の応報的機能 
 応報と無関係な運命 応報的運命 
『将門記』 2 「運」 － 
『保元物語』 2 「運」 2 「不運」、「宿運」 
『平治物語』 5 「運」（3 例）、「運命」（1 例）、「不運」（1 例） 1 「宿運」 
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